
2001年
合併

1958年 
改称

1952年 
改称

1962年 
改称

2017年
統合

1999年 
分社化・合併

2008年 
事業統合

2000年 
改称

2007年 
合併

1946年
 分離

三菱油化

三菱東京製薬

ウェルファイド 三菱ウェルファーマ※2

田辺製薬

長浜ゴム工業 長浜樹脂

ミドリ十字

吉富製薬

三菱化学（機能材料事業）
三菱化学産資

三菱化学ポリエステルフィルム
三菱化学エムケーブイ

三菱樹脂

※1  大陽日酸は、日本酸素ホールディングスの国内事業継承会社として存続
※2  三菱化学と三菱ウェルファーマが共同持株会社 三菱ケミカルホールディングスを設立

三菱樹脂
2008年4月

三菱化成

三菱化学※2

2005年10月

三菱レイヨン
2010年3月

新光レイヨン 三菱レイヨン

東京田辺製薬

1994年
 合併

1998年
 合併

独自技術や基盤技術を活用し、

新たな事業機会を創出
MCHCグループは、その広範な事業領域で独自技術と基盤技術を培ってきました。
これらのコア技術はMCHCグループの大切な知的資本であり、競争力の源泉の一つです（P.15参照）。
グループのシナジーを最大限に活用し、多面的なアプローチでイノベーションを高度化することで、
既存事業の強化と同時に、新たな事業機会の創出に取り組んでいます。

持株会社制
へ移行

2004年 
合併

大陽日酸日本酸素

1995年
合併

東洋酸素

大陽酸素

大陽東洋酸素

大陽日酸※1

2014年11月

三菱化学

独自技術 基盤技術

MCHCグループのコア技術

● 極低温／凍結技術
● 吸着分離
● 高圧ガス制御
● 酸素燃焼

● 触媒
● 無機材料
● 高分子
● 紡糸
● 製膜
● 成形加工

● メディシナル
ケミストリー
● 創薬
● 製薬プロセス
ケミストリー
● バイオロジクス

● 細胞培養
● 医薬品原料
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生命科学
インスティテュート

2014年4月

2020年10月

田辺三菱製薬
2007年10月

日本酸素
ホールディングス

三菱ケミカル
2017年4月

三菱ケミカル
ホールディングス※2

2005年10月

P.17ポートフォリオ改革の軌跡 P.13価値創造モデル

MOS

MOTMOE

P.51
Innovation

イノベーション
の高度化

MCHCグループの変遷とコア技術
価値創造ストーリー2
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